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　三浦漁協主催の植樹に参加しました
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紀北町紀伊長島区にある三浦漁協では、「豊かな海は土壌豊かな森林によって成り立っている」との考えから、平成9年より組合員による植樹を実施しています。
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今年も5月17日に『「山は海の恋人」～海から山へのおくりもの～』をテーマとして、第15回目となる植樹が行われました。場所は、三浦漁協の西側へ一山越えた所にある宮川ダムに面した、大杉谷林間キャンプ村です。三浦漁協組合員、三浦小学校の５、６年生のほか、県、大台町、宮川森林組合など関係者を合わせて約６０名が参加しました。
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今回、用意された木は、モミ、ツガ、アカシデ、イヌシデ、クリ、タムシバ、カスミザクラ、ウラジロノキ、ウリカエデ、マユミ、コバノマガマズミ、ミヤマガマズミで、合わせて９０本でした。森林組合の職員から、植樹の方法などの説明を聞いた後、植樹を行いました。
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植樹終了後には、小学生は木の枝や、木の実などを使って、工作をしました。いろいろな木の実を使うことで、個性的な作品ができていました。
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7年前に植樹した木

左の写真は、7年前に植樹した木です。高さ4ｍ以上ありました。今年植樹した木も大きく育ってほしいものです。
これからも、植樹を通じて森を育て、豊かな海へとつながる活動が、末永く続くことを願っています。
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